
令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について（国語科 現代の国語）

○実社会でのコミュニケーションを想定した場面で、その場
の状況に応じた適切な言い回しができるかを問う問題を出
題。
【通過率 88.9％】

「話し言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確
さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに
配慮した表現や言葉遣いについて理解すること」
の問題例 （別紙１参照）

「自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の
示し方や説明の仕方を考え、表現を工夫するこ
と」の問題例（別紙２参照）

○実社会における課題についてグラフから読み取ったこと
を根拠とし、その示し方や説明の仕方を考え、表現を工
夫することで、自分の考えを的確に伝えることができる
かを問う問題を出題。
【通過率 41.4％】

「文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉えること」
の問題例（別紙３参照）

○論理的な文章を読み、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉えることができるかを問う問題
を出題。
【通過率 32.1％】

〇〔知識及び技能〕に関して、話し言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりや
すさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解することは相当数の
生徒ができている。一方、情報の妥当性の吟味の仕方について理解を深め使うことには、課題
があると考えられる。

○「読むこと」の領域において、論理的な文章を読み、内容や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉えることや、自分の考えを深めることに課題があると考えられる。

○「話すこと・聞くこと」の領域において、論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、
状況に応じて、結論の出し方を工夫することは相当数の生徒ができている。一方、論理の展開
を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価することには課題があ
ると考えられる。また、「書くこと」の領域において、自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、
根拠の示し方や説明の仕方を考え、表現の仕方を工夫することにも課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・話や文章に含まれる情報を、取り出したり活用したりする際に行う整理の仕方やその具体的
な手段について理解を深め使う資質・能力の育成

・目的や場面に応じて円滑に話したり聞いたりするコミュニケーション能力の育成
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、文章の構成や展開、表現等を工夫して書く資質・能
力の育成

・論理的な文章を読み、内容や構成、論理の展開などについて評価するとともに、自分の考え
を深める資質・能力の育成

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト調査）
〇実社会における国語による諸活動に必要な資質・能力を育成する科目として、新設
・〔知識及び技能〕について、学習の基盤となる言語能力を支える語彙、話や文章に含まれ
る情報の扱い方に関する指導事項を改善・充実

・〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域において学習過程を一層明確にし、特に自分の考
えを形成する学習過程を重視

・「話すこと・聞くこと」及び「書くこと」に関する指導の改善・充実

１．平成30年学習指導要領の主な改訂のポイント
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「話し言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表
現や言葉遣いについて理解すること」の問題例 【通過率 88.9％】

別紙１（問題例）

国語 「現代の国語」 実社会でのコミュニケーションを想定した場面で、
その場の状況に応じた適切な言い回しができるかを問う問題
この問題を解く上では、話し言葉の特徴を理解し、相手や状況に応じた適

切な言い回しをする資質・能力が必要となる。ここでは、取引先からの電話
であることを踏まえて、尊敬語と謙譲語を使い分け、状況に応じた適切な言
葉を選ぶ必要がある。
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例
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「自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え、表現を工夫すること」の問題例 【通過率 41.4％】

別紙２（問題例）

国語 「現代の国語」 実社会における課題についてグラフから
読み取ったことを根拠とし、その示し方や説明の仕方を考え、表
現を工夫することで、自分の考えを的確に伝えることができるか
を問う問題
この問題を解く上では、自分の考えや伝えたい事柄が的確に伝

わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、表現の
工夫をする資質・能力が必要となる。ここでは、自分の考えに合
わせて、示された資料を適切に活用して根拠を示し、適切な説明
の仕方と表現の工夫によって、自分が考えた事を過不足なく読み
手に伝える文章を書くことが求められる。「これからの社会にお
いて、70歳以上の方のスマートフォンやタブレット等の使用を促
進する」ために、「社会においてどのような手立てを講じること
が必要」かについて、自分の考えをもち、その理由も含めて、根
拠を適切に示して記述することが必要である。

〈
正
答
例
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「文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉えること」の問題例 【通過率 32.1％】

別紙３（問題例）

国語 「現代の国語」 論理的な文章を読み、内容や構成、論
理の展開などについて叙述を基に的確に捉えることができるか
を問う問題
この問題を解く上では、論理的な文章の内容や構成、論理の

展開などについて、叙述を基に的確に捉える資質・能力が必要
となる。ここでは、「レジリエンス」について書かれた文章の
論理展開を捉え、叙述を基に論理の展開をまとめた生徒のノー
トの一部の内容として適切なものを選ぶことが求められる。
「レジリエンスという考え方」がどのように変遷してきたのか、
筆者が考察した部分を読んで、「転換点」にあたる部分として
「レジリエンスは、予測不可能な出来事を吸収し、それに適応
するように仕組みを創る質的な力と定義された」が適切である
と考える必要がある。 本
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令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について（国語科 言語文化）

○文学的な文章を読んで、叙述を基に的確に場面を捉えることができ
るかを問う問題を出題。
【通過率 77.5％】

「文章の種類を踏まえて、内容などについて叙述を基に
的確に捉えること」の問題例（別紙１参照）

「我が国の言語文化に特徴的な語句について理解を深め、
文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊か
にすること」の問題例（別紙２参照）

○自分の体験を随筆に書く際に、言語文化に特徴的な語句を理解し、
文章の中で活用できるかを問う問題を出題。
【通過率 33.4％】

「作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもつこと」の問題例（別紙３参照）

○古典作品等に表れている考え方について、自らの体験を重ね合わ
せながら自分の意見をもつことができるかを問う問題を出題。
【通過率 35.4％】

〇〔知識及び技能〕に関して、我が国の言語文化に特徴的な語句について理解を深め、文章
の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることに課題があると考えられる。

○「書くこと」の領域において、自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構
成、展開や、文体、描写、語句などの表現の仕方を工夫しながら書くことに課題があると
考えられる。

○ 「読むこと」の領域において、文学的な文章を読み、内容などについて叙述を基に的確に
捉えることは、相当数の生徒ができている。一方、作品の内容や解釈を踏まえ、自分のも
のの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもつことには
課題があると考えられる。

○伝統的な言語文化に親しみ、その特質を理解することに関して、古典作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めることに課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・ 我が国の言語文化に特徴的な語句や表現を理解し、活用する資質・能力の育成
・自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開や、文体、描写、
語句などの表現の仕方を工夫する資質・能力の育成

・ 文学作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深める資質・
能力の育成

・伝統的な言語文化に親しみ、その特質などを理解し、我が国の言語文化の担い手とし
ての自覚を深める資質・能力の育成

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト調査）
〇上代から近現代に受け継がれてきた我が国の言語文化への理解を深める科目として、新設。
・〔知識及び技能〕について、学習の基盤となる言語能力を支える語彙の指導事項を改
善・充実。

・〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域において学習過程を一層明確にし、特に自分の
考えを形成する学習過程を重視。

・ 我が国の言語文化に関する指導の改善・充実。

１．平成30年学習指導要領の主な改訂のポイント

暫定版



「文章の種類を踏まえて、内容などについて叙述を基に的確に捉えること」の問題例 【通過率 77.5％】

別紙１（問題例）

国語 「言語文化」 文学的な文章を読んで、叙述を基に的確に場面を捉えることが
できるかを問う問題
この問題を解く上では、時代小説という文章の種類を踏まえて、作品の舞台や設定

について、本文の叙述を注意深くかつ丁寧に捉えることで、作品の情景を把握する資
質・能力が必要となる。ここでは、登場人物の会話の叙述を丁寧に捉え、作品の舞台
である家屋の様子を的確に把握することが求められる。登場人物である「おりょう」
の自分の娘への言葉から、舞台である「台所」は「床が張られておらず、土を固めて
作った土間になっている」ことを捉え、それに合ったものを適切に選ぶ必要がある。
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「我が国の言語文化に特徴的な語句について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
すること」の問題例

【通過率 33.4％】

別紙２（問題例）

国語 「言語文化」 自分の体験を随筆に書く際に、言語文化に特徴的な語
句を理解し、文章の中で活用できるかを問う問題
この問題を解く上では、語句の意味を単に理解するだけではなく、語句の

背景としてもつ事柄や価値に対する理解を深める資質・能力が必要となる。
ここでは、「ひとはけ」「ひとなすり」という意味の「一抹」を、「ほんの
少し」と理解していることで「一抹の不安」を「かすかな不安」と解釈し、
適切な表現で言い換える必要がある。

〈
正
答
例
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「作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考え
をもつこと」の問題例 【通過率 35.4％】

別紙３（問題例）

国語 「言語文化」 古典作品等に表れている考え方について、自らの体験を重
ね合わせながら自分の意見をもつことができるかを問う問題
この問題を解く上では、古典作品の内容や解釈を踏まえ、関連する近現代の文

章などを参照しながら、自分と関係付けて自分のものの見方、感じ方を深めると
同時に、自らの体験を伝統的な言語文化の視点から捉える資質・能力が必要とな
る。ここでは、古典作品とその解説文、及び学習者の会話など、複数の文章の内
容を把握し相互に関連付けることで、解釈を深めながら古典作品の表現について
自分の体験に関連付けて考えを深めることが求められる。また、波線部にある
「虚空」とは、「確固とした信念をもたない主体」を意味していること、「よく
物を容る」とは「雑念に惑わされてしまう」ことが示唆されている点に注意し、
作品の適切な解釈を基に、作品の内容全体を自らの体験に照らし合わせて記述す
ることが必要である。

〈
正
答
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